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　　寝屋川市の高宮二丁目には延喜式内社の大杜御祖神社が鎮座しています。境内には古瓦や礎石、東塔跡

の土壇と心礎、さらに金堂跡と思われる土壇があることから古代寺院の存在が知られていました。この土壇

において土取りによる破壊の危機が生じたため、昭和 28 年に大阪府教育委員会により東塔跡の発掘調査が行

われました。また、昭和 54 年には境内地北側の民有地において宅地造成の計画が持ち上がり、再び遺跡が破

壊される可能性が起こりました。これを機に寝屋川市教育委員会により寺域全体の範囲確認調査が行われ、

その成果を踏まえて、翌 55 年に国史跡の指定を受けることとなりました。民有地については、その後公有地

化が行われ、２度の破壊の危機を免れた高宮廃寺跡は史跡指定後、現状での保存が図られています。

　このたび、高宮廃寺跡の整備・活用に向けて過去の調査地の再発掘を含めた内容確認発掘調査を実施する

にいたりました。

調査の実施にあたり、ご協力をいただいた大杜御祖神社・大字高宮財産管理委員会・地元自治会、及びご指

導、ご助言をいただいた国（文化庁）、大阪府教育委員会および寝屋川市文化財保護審議会委員、調査指導者

の各先生をはじめ関係各位に感謝の意を表するとともに、今後とも本市の文化財保護行政に一層のご指導ご

協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成 26 年３月

                                                                             寝屋川市教育委員会

                                                                             教育長　高須郁夫

　

                                    例言

１．本書は、寝屋川市教育委員会が、平成 25 年度国庫補助（総額 2,935,600 円、補助率：国 50％）を得て

    実施した寝屋川市高宮二丁目所在の国史跡高宮廃寺跡内容確認発掘調査の概要報告書である。

２．調査は、平成 26 年１月 14 日に着手し、平成 26 年 3 月 20 日に完了した。

３．調査の実施にあたっては、文化庁・大阪府教育委員会・寝屋川市文化財保護審議会委員及び網伸也（近

　　畿大学）・鷺森浩幸（帝塚山大学）・ 箱崎和久（奈良文化財研究所）・菱田哲郎（京都府立大学）の各氏

　　の指導を得た。

４．調査の過程で、下記の方々に有益なご教示をいただいた。記して感謝の意を表する次第である。

　　（順不同・敬称略）

　　　山下信一郎　森屋直樹　山上弘　井西貴子　関真一　大脇潔　近藤康司

５．発掘調査及び本書の執筆と編集は丸山香代が担当した。
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